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0具体例へ

施設園芸の現状と課題（概況）
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【収量増加要因】

• 養液栽培の普及

• 施設構造・整枝法の改

善と適した品種の普及

• 炭酸ガスの施用

• コンピュータ(MS-

Windows)による環境制

御技術が普及

食料の安定供給を確保するためには、環境制御装置を導入した

温室の割合を高め、生産性を向上させることが重要



高温化とエネルギーコストが経営を直撃
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6位

￥



課題を強みに変える地域戦略 - 高知県の先進事例

①現状と課題｜②データ駆動型農業｜③営農支援アプリ｜④データ連携を支える環境｜⑤SAWACHI｜⑥共創 5/43



データを活用し、様々な困難を乗り越える
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埼玉県農業の特徴 – 首都圏近郊型・野菜園芸県
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.

首都圏中央に位置し、
大消費地に近い生産地

1,929億円 872億円

このほかにも全国上位の
品目が多数！

・えだまめ（３位）
・ブロッコリー（３位）
・きゅうり（４位）
など

(令和６年産)

県育成品種の作付面積拡大中!

全国20位 全国8位

※耕地率：県土面積に占める耕地面積の割合

１位 １位 ３位 １位 ２位 ２位３位

(2023・2024・2025年)



埼玉県施設園芸の可能性と課題
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県内各地で、トマト・きゅうり・いちご・花きなどの
施設園芸が展開しています。

74,557
37,683
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スマート農業・データ駆動型農業

 ISOにおけるスマート農業の定義:

スマート農業とは、グローバルな不安定性・不確実性・複雑性・不明瞭性の文脈に

おける多目的最適化として発生する、農業および食料のバリューチェーンにおける

データ駆動型（data-driven）の原則に基づく意思決定である。

 農業にデータ駆動型の原則を適用：

気象、土壌、作物生育、農薬・肥料、機械稼働などの多様なデータを収集・統合し、

意思決定に活用する。

温度センサ 38℃

今日の気温は38℃

平年より3℃高い

熱中症に要注意

外出時は

帽子と水筒を持とう

Data (データ)

まだ整理されていない数値

Information (情報)

データを整理・分類したもの

Knowledge (知識)

情報から得られる傾向・知見

Wisdom (知恵)

知識から人が価値判断・意思決定をする力

Fact

Creation

センサー値、気象データ、

座標、画像

現状把握(可視化)

集計、状態判定、比較結果

未来・未知の予測

推定、確率計算、解析・分析

人の判断・意思決定

データ駆動型意思決定の例/一般化データ活用による意思決定を示すDIKWモデル
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データ活用の成功事例との比較
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データ駆動型農業の将来像

 営農管理システム（営農支援アプリ）が、営農組織のPDCAサイクルを実行させる

基盤として機能する。

 農業データプラットフォームが、様々な営農管理システムを支える土台(インフ

ラ)として、基盤情報や改善機能を提供していく。

①現状と課題｜②データ駆動型農業｜③営農支援アプリ｜④データ連携を支える環境｜⑤SAWACHI｜⑥共創 12/43



施設園芸をデータ駆動型へ ー データを統合利用できる環境作り
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営農支援アプリ – ハウス内環境の可視化＋制御を例に

農業者はハウス内の複合環境制御装置を導入
機器を配置、センサを設置
アプリの利用契約を締結（＝利用規約に同意）

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

製造メーカの準備するクラウドサービスのリポジトリ（保存領域）
に環境データを格納

農業者が端末（スマホ、PC等）を操作（サーバーにアクセス）し、
環境データや機器の稼働状態を可視化して表示

外部の様々なデータ（他者のデータ、天気予報、病害発生予察、
光合成生産量、市況情報 etc）を統合・解析し、栽培に有益な
情報を導き出し、農業者に提供する

ユーザーが栽培環境等に改善を加える意思決定をする

実際に環境制御機器の設定を変更する
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営農支援アプリ – ハウス内環境の可視化＋制御を例に

農業新技術_製品・サービス集

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御
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営農支援アプリ – （株）ニッポーの製品・サービス例

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html
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計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

営農支援アプリ – （株）ニッポーの製品・サービス例

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html
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営農支援アプリ – 株式会社誠和の例

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

発展
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営農支援アプリ – ハウス内環境の可視化＋制御を例に

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

農業新技術_製品・サービス集

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/products.html
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営農支援アプリ – グリーン(株)のサービス例

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

分析・解析

意思決定

出典：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/attach/pdf/products-343.pdf
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出典：https://www.e-kakashi.com/service/sensor-network

営農支援アプリ – グリーン(株)のサービス例

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

分析・解析

意思決定
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営農支援アプリ - 傾向 -

【傾向】

 デバイスメーカ型：「環境の計測・制御」を技術基盤に「環境の可視

化」を入り口としたWebアプリがサービスイン。分析・解析、意思決

定等の機能へと進展中。

 ICTベンダー型：ソフトウェア開発を技術基盤に、分析・解析、意思

決定を中心としたWebアプリがサービスイン。環境センサーを自前の

システムに取り込み、サービス範囲の拡充を図る動きもある。

計測・記録

統合・格納

表示

分析・解析

意思決定

制御

Point 【今後のポイント】

 “環境の見える化”はデータ利活用の入り口である。しかし、栽培改

善の「手段」の１つ（目的では無い）。データ駆動型農業の本質であ

る農業者の分析・解析、意思決定を支援していく取組が不可欠。

 分析・解析、意思決定の支援は、１企業の知識、ノウハウで解決でき

るものではない。多くの事業体との協業により、多様なデータ、高度

な解析機能を経営・生産管理システムに統合していくことが必要。

 その手段がデータ連携である。
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アジェンダ
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26

導入

■ おさらい

• 多様なプレーヤーが価値あるサービスを創出

• より高度な意思決定にはサービス間連携が必要

■ 次の話題

データ連携を支える基盤技術

• 環境データの連携（農機API）

• その他の各種基盤情報提供基盤（WAGRI）とその活用例

を紹介

①現状と課題｜②データ駆動型農業｜③営農支援アプリ｜④データ連携を支える環境｜⑤SAWACHI｜⑥共創 26/43



サービス化
NAVITIMEアプリ

データを連携させて活用する手法 API連携

 API（Application Programming Interface)は、特定のプログラムを

別のプログラムによって動作させる技術仕様。

例 ：「タクシー配車アプリ」上で、「地図や移動ルート」を表示させる

同義： Ａ社の営農管理システムで、Ｂ社の機械の稼働情報を閲覧する

APIの本質はデータ連携（組織間連携）によるサービスの創出である。

タクシー配車

出典：NAVITIME API https://api-sdk.navitime.co.jp/api/ 

フードデリバリー

旅行 等

社内旅費精算

提供APIとして機能を公開
NAVITIME API

（ルート検索・時間計算・乗換案内）

APIを活用した
様々なアプリが実装

公開

出典：NAVITIME 公式ウェブサイト
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スマート農機データの連携が問題に

 様々な農機の稼働データを営農管理ソフトで一元管理・
分析することは、データ駆動型農業の実施には必要

同じ機種で同じようなデータを取得していても 、メーカー間にデータ互

換性がなく、農機メーカーの純正ソフトでしかデータが取得できない

農機メーカーの営農管理ソフトだけでは多様な営農活動を記録・管理でき

ず、農業者は複数のソフトを利用せざるを得ない

農林水産省政策目標：2025年までに農業の担い手のほぼ全てがデータを活用する農業を実践

→ 日本農業法人協会は農水省に「メーカーの垣根を越えて各種システムを円滑に活用できるよう、データの共
有化を進めるべき」と提言

→ 規制改革推進会議の答申を踏まえ、農水省は2021年2月10日に「農業分野におけるオープンＡＰＩの整備に
向けたガイドライン」を策定

⇒スマ農実証においても多数の生産現場から改善要望

 欧米では、農機のデータ連携の動きが先行

→ 農機メーカ、業界団体より「欧米の流れに取り残されないよう、農研機構 農機研が農機のオープンＡＰＩ

整備を主導してほしい」との要望
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ハウス内環境データを標準化させ、API連携
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高知県IoPクラウドとの連携実証
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株式会社 誠和

株式会社 誠和 高知県
株式会社

高知電子計算センター

高知県

従来：個別開発が必要で非効率



多用な農業データを繋ぐ公的基盤 WAGRI
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外部データ活用事例 1kmメッシュ気象データ + 水稲発育予測

鳥取県の取組：1kmメッシュ気象データと水稲発育モデルを活用した出穂日・収穫適期予測により
ほ場毎の栽培管理や収穫計画を支援

• ほ場ごとの出穂時期の把握

• 収穫適期の把握

• 防除・収穫作業計画の検討

• 適期収穫による品質向上

活用場面

• 1kmメッシュ気象データは、それ単独でも地域の気象状況を把握するために活用できる。
• さらに生育モデル等の外部サービスと組み合わせることで、出穂期や収穫適期の予測など、

より高度な農業支援サービスを実現できる。
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環境データや生育データをもとに、トマトの将来の生育と収量を予測し、環境制御や経営判断を支援

外部データ活用事例 NARO生育・収量予測機能(API)

• 施設園芸生産者の入力データ整備がカギとなる
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外部データ活用事例 市況情報API

全国の主要卸売市場における成果物の入荷量・販売価格をAPIで取得し、出荷判断・販売戦略に活用

• 日々の市場価格や入荷量の最新情報を営農支援システム上に表示可能。

• 生産者の「経験や感覚だけに頼らない出荷・販売判断」を支援。
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画面イメージ（市況データ）

■ 東京青果 ■ 大阪中央 ■ 名古屋市 ■ 東京青果 ■ 大阪中央 ■ 名古屋市



アジェンダ
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データ統合アプリの先進事例：高知県 SAWACHI

①現状と課題｜②データ駆動型農業｜③営農支援アプリ｜④データ連携を支える環境｜⑤SAWACHI｜⑥共創 36/43



SAWACHI 強みと可能性
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SAWACHI データを活用した営農支援の取組
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出典：https://kochi-iop.jp/research/research_list/

データから

次のイノベーションへ

SAWACHI データを活用した新たな研究・技術開発
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アジェンダ
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■ 役割

営農管理システムをより良くしていく

■ 達成に必要な物・環境

1 インフラ（情報を受け渡す基盤）

2 改善コンテンツの充実

- 支える：各種営農基盤情報（天気、農地、統計など）

- 集める・整える：生成された営農データの連携

- 読み解く：人の意思決定を支援する解析・分析
農業データ

プラットフォーム

データ駆動型農業における役割分担

Plan
実行計画

Check
評価

Action
判断･意思決定

営農管理
システム

Do
実行

１．営農管理システムを利用する人/組織

→ 農業経営の効率化・改善を図る

２．営農管理システムを作り・提供する人/組織

→ 利用者により良いサービスを提供する

３．営農管理システムの発展を支える人/組織
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生産者単位でのデータ駆動型農業の姿

営農管理システムを強化・開発支援し
データ駆動型農業の発展に貢献



データ利活用を定着させるために
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埼玉県施設園芸データ共有システム



総括

 共創

• 異なる立場や専門性を持つ人々が協力し、価値を生み出すプロセス。

• これにより、イノベーションや新しい市場機会が生まれやすくなる。

 競争の健全化

• 共創によって基盤が整うと、競争は「破壊的」ではなく「建設的」になる。

• 単なる価格競争ではなく、品質・サービス・技術力で差別化する方向に進む。

• 他方、共創意識の無い競争は「乱立」や「混乱」を生み、お互いの価値を損なう。

 好循環の形成

1.  共創で新しい価値を創出

2. 共創環境で健全な競争が活性 （地域の課題解決、特色を活かした地方創生）

3. 競争がさらに共創を生み出す （技術連携、標準化の拡大）

農業分野の課題解決には、多様な関係者が共創し、好循環を築くことが不可欠。

この循環こそが、持続可能な農業と地域の発展を実現する鍵となる。
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